
少子高齢社会の到来により、日本の人口は、2006（平

成18）年をピークに以後減少に転じ、50年後の2050

（平成62）年には現在の2割減の約1億人になるものと推

計されている。東京都では、少子高齢化の一層の進行によ

り、2050年には3人に1人が65歳以上になる一方、出生

数は現在の3分の2の80万人（死亡数の半分）に減るとさ

れている。このような状況から、将来の日本の都市におけ

る生活は計り知れない転換を迎えることが予想される。

かつての大都市圏の住まい方は「緑豊かな子育てに適

した住宅」が理想とされ、主に郊外住宅が開発・供給さ

れてきた。しかし、バブル崩壊後、都心部での地価の下

落が進み、都心部やその近郊でマンションが大量に供給

されるようになった。都心のマンションといえば、

DINKSや独身者など都心の利便性を享受したい人が住む

というイメージがあったが、現在は子育て世帯も都心近

郊に住む状況になってきている。

郊外住宅には「緑豊かな子育てに適した住宅」という理

念が存在したが、都心回帰の現象の中では、「子育て」や

「家族」よりも「利便性」を住宅購入の重要項目にあげる

傾向がある。社会・経済状況が変化し、子供をもつ共稼ぎ

世帯も多くなった現状では、通勤等の利便性が優先される

ことは仕方のない面もあるが、良好な家族関係を構築する

上での住宅の重要さが疎かにされる傾向は否めない。

また、「家族崩壊」と表現される「家族の変容」が指摘

されているにもかかわらず、従来通りの「nLDK住戸」が

供給の中心であり続けているのは、住み手にとって何が

重要なのかといった本質が見失われていることを示して

いる。せっかく住宅を購入したのに、家族がバラバラに

なるといった「家族の孤立化」を進行させ、その結果と

して、不登校等の問題が発生している。私たちは、未成

年の凶悪犯罪が起きると、その子の家庭環境に原因を求

めるが、生活の基盤である「住宅」が人間性に与える影

響というものも少なくないことを再認識する必要がある。

本研究では、子育て世帯に的を絞り、マンションの間

取りに潜む動線の問題を分析するとともに、親と子が自

然に顔を合わせ、交流が深まるような間取りを検討し、

その実現方策を提示することを目的とする。

学校基本調査と教育白書によると、不登校者数は平成7

年から急増し、小学生で2万4千人（児童数の割合で

0.3％）、中学生で10万人（生徒数の割合で2.7％）程度

となっている（図－1）。

図－1 不登校者数の推移

不登校が問題なのは、登校拒否状態に陥った子供のほ

とんどが一時期ひどい家庭内暴力を引き起こすことにあ

る25）。家庭内暴力の傾向としては、週一回から三回、一

回につき一時間前後荒れ狂う状況が多く見られると言う。

暴力をふるう相手は主に母親で、父親に当たることは少

ないが、家の中の物を目茶苦茶に壊したり、兄弟姉妹に

も暴力をふるったりするので、自殺や心中を思いつめる

親たちもいる。最近では児童ではなく10代後半から20

代のものまでが個室にこもってしまうという状況にあり、

「引きこもり」と称して問題視されている。

不登校となる原因を単純に特定することはできないが、
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いくつかの具体的な事例を見ると、特に親と子のコミュニ

ケーションに関わる障害が大きな要因の一つとなっている

ものと考えられる。そして親子のコミュニケーション障害

を引き起こす、あるいは助長する要因として、住宅のプラ

ンニング、特に間取りに問題があることは否定できない。

表－1は登校拒否の状態にある少年50名を対象にしたア

ンケート調査の結果の一部である。登校拒否児のほとん

どが個室を持っており、帰宅時に親に会わずに部屋に入っ

てしまうことがわかる。また、親と会話する場所として

多くが居間と食堂をあげており、居間と食堂がコミュニ

ケーションの場として重要であることがわかる。一方で、

夕食や朝食を家族揃ってとる機会が少なく、家族が集う

生活習慣が欠如している現状が浮き彫りとなっている。

このことから、不登校や引きこもりといった現代の諸

問題を解決するためには、親子間のコミュニケーション

に配慮した住宅プランニングが必要とされている。

表－1 登校拒否児へのアンケート調査結果

家族と間取りに関する文献の一覧を表－2に示す。子育

てを考えたものが多いため、子供部屋に関する考察が中

心である。研究者の意見が一致していることは、子供を

引きこもらせない仕組みが大切であり、広く快適な部屋

を子供部屋として与えることは良くないということであ

る。子供部屋を否定してはいないが、親が子供に部屋を

与える際の約束ごとがなされていないことや、部屋の配

置など、日本では子供部屋に対する配慮が欠けていると

いった指摘がある。表－2にはあげていないが、子供部屋

を否定する研究者も存在する。

また、リビングルーム（団らんの場）を大切な場所と

してあげている研究者も多い。家族が顔を合わせ会話す

る場、会話が無くてもお互いの気配を感じとれる場が大

切であるとしている。

さらには、親子の関係以前に、夫婦の関係が上手くい

っているのかを指摘し、夫婦の会話を増やすために、夫

婦の部屋を大切にすべきという著作もある。夫婦の間で

教育方針を十分に話しあっていなければ、子供を正しく

教育できるはずはなく、そういう話は子供の前でしにく

いという理由から、夫婦の部屋を重視するべきであると

主張している。

その他には、家族は個人の集積であり、個室が重要で

あると主張する人もいる。家庭内別居、離婚率の増加や、

未婚の母の増加など、核家族（標準家族）以外の家族形

態の増加により、現実の家族形態を考慮した住宅のあり

かたも研究されている。

表－2 家族と間取りに関する文献一覧1）～24）
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住宅の間取りを設計する際には様々な要因を考慮しな

ければならないが、本研究では親と子の交流を重視し、

先の既往文献を参考にして、特に以下の3つのポイントに

着目する。

①家族の交流の場所としてリビングを重視する

②子供部屋を最優先しない

③リビングと個室（子供部屋）の動線を交わらせる

これらを基に従来のマンションの間取りを検証すると

ともに、子育てに配慮した理想的な間取りの提示を試み

る。

1 従来のnLDKプランを読み解く

現在一般的に供給されているマンションの間取りは、

総称してnLDKと呼ばれている（図－2）。nは個室の数を

表している。

現在の間取りの特徴は以下の点である。

・リビングがバルコニー側にある

・奥行きが深く、間口が狭い

・空間を細かく仕切って個室の数を確保する

・玄関→廊下→個室・LDKという動線計画である

図－2 従来のnLDKプランの例

このような特徴をもつnLDKマンションがここまで普及

した主な理由を以下に示す。

①太陽信仰とリビングのプライバシー重視

日当たりは日本人が住宅に求める第一の条件であり、

購入時の人気を決定する重要な要因となっている。また、

集合住宅で問題となるプライバシーについては、特に生活

の中心となるリビングのプライバシーを重視する傾向に

ある。従って、リビングは南に面するバルコニー側に配

置される間取りが一般的となる。

②個人のプライバシー重視＝個室の確保

家族と言えども個人のプライバシーを守ることが大切

であるとされ、家族それぞれに個室を確保することが一

般化した。狭い住戸を細かく仕切り、狭くても必要な個

室数を確保しようとする傾向にある。

③経済性の重視＝面積を有効に利用できる住戸配置

敷地に住戸をより多く集積するためには、単純な形状

で片側廊下の住棟形式が有利である。さらに、南に面し

た住戸をより多く配置するために、間口が狭く奥行きが

深い住戸形状となる。

以上の結果、玄関から廊下を経由して個室、リビング

にアクセスする一般的なnLDK形式の間取りが確立したと

考えられる。

市場の仕組もこのようなnLDK形式のマンションを定着

させた要因の一つと考えられる。想定される家族構成か

ら3LDK（n＝標準家族4人－1人［夫婦で1室］）の供給

量が多くなるが、入居する世帯人数にかかわらず消費者

は3LDKを選ぶ傾向がある。市場の仕組で見ると、まずみ

んなが3LDKを買っているから、3LDKなら安心だからと

いう「消費者側の循環」がある。一方、3LDKが売れてい

る、ならば3LDKを供給しようという「供給者側の循環」

がある。この2つの循環により、3LDKが供給の中心を占

めているという実態がある（図－3）。

現在のnLDKプランは、先に示したとおり、子供がリビ

ングに足を運ぶ前に個室に入ることが可能な間取りであ

ある。この動線では、親がしっかりと子供に約束ごとを

与えない限り、親と子の交流を減少させてしまう恐れが

ある。また、交流が少ない家族に対して、引きこもりを

容易にする環境を住空間が予め提供することになる。
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図－3 3LDKに集中する市場の仕組

2 リビングアクセス

一方、欧米などの標準的な住宅では、玄関からリビン

グを通って各部屋に到達する間取りが多い。このように、

玄関→LD→個室という動線計画をもつ住宅プランをリビ

ングアクセス型と定義する（図－4）。

リビングアクセス型は、子供が玄関から直接個室に引

きこもることを可能とする従来の間取りの欠点を解消す

ることができる。親が子供に約束ごとを与えなくても、

必然的に親と子が顔を合わせる形になっている。また、

家族の生活動線がリビングで交わるため、家族が自然に

リビングへ集まるような仕組みが形成され、親が子供の

気配を常に感じ取れるという効果が期待される。

図－4 リビングアクセス型の概念図

このように、子育てに配慮した理想的な間取りとして、

ここではリビングアクセス形式のプランを提案したい。

これまで重視されてきた住宅の条件（日当り、プライバ

シー、経済性等）を踏まえつつ、このリビングアクセス

を如何に実現するかを以下で検討する。

現在のnLDK住宅をリビングアクセスにする方法を検討

する上で2つの点に留意したい。一つは、現在のnLDK住

宅からあまりコストアップにならないようなものにする

ことである。もう一つは、ユニバーサルデザインに対応

できることである。従って、メゾネットタイプや階段室

型での検討は行わないこととした。

本報告では、リビングアクセスプランにするための方

策として、以下の2つを提案する。

1 第1案：間口広形式

第1案は住戸の間口を広くし、奥行きを狭くする方法で

ある。この案の利点は以下の点にある。

①プライバシーの高い方向に多くの開口部を持つこと

ができる。

②居室の採光の制約が小さくなるので、部屋の配置の

自由度が高くなる。

これらの利点により、リビングアクセスとしながらリ

ビングのプライバシーや快適性（採光など）が確保でき

る。（図－5）

図－5 間口広形式の例

間口を広くしたプランを採用するための住戸配置につ

いては、一般的な配置（図－6）と同等の経済性を実現す

る方法として、雁行形式（図－7）やツインコリドール形
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式（図－8）が考えられる。

雁行形式は現在でも高価格帯のマンションの配置とし

て用いられることがある。利点は、中間の住戸でも2面採

光が可能となることである。ただし、桁行き方向の構造の

合理性が失われるので、躯体断面が増加し、コストアッ

プの要因となる。

ツインコリドール形式では、玄関側居室の環境は対面

する住戸との離隔距離に依存する。環境を良くするため

には離隔距離を広げる必要があるが、コストは増加して

しまう。一方、離隔距離をなくせば中廊下式となり、コ

スト面では片側廊下形式と同等になるが、玄関側居室の

環境の悪さと、南北に長い敷地でないと成立しにくいと

いった欠点がある。

図－7 雁行形式 図－8 ツインコリドール形式

2 第2案：廊下修正形式

第2案は共用廊下側に視線の緩衝帯を設ける方法であ

る。この利点は以下の点にある。

①比較的経済性の高い住戸配置が可能である。

②全戸南向きの住戸配置が可能である。

欠点は、LDを南側に配置できない点と、第1案に比べ

てプライバシーが低くなる点である。本案を実現する方

法として廊下修正形式が考えられる（図－9）。この形式

も高級志向のマンションでは既に採用されているが、あ

くまでも廊下側（玄関側）のプライバシーを高めるため

に採用されており、プランは従来のnLDK形式を採用する

ものがほとんどである。

図－9 廊下修正形式

3 普及方法

先に述べたように、新しい間取りの商品を売り出して

も、市場の原理が働いて、普及させるのは困難な状況に

ある。実際に従来のnLDKにとらわれないマンションを実

験的に売り出しても人気はいま一つの状況であり、民間

の住宅供給会社にとっては、売れ残りの危険が伴う。

この状況を打開するためには、やはり購入者側の意識

改革が必要である。購入者に、日当りやプライバシーと

いった従来の基準だけで住宅を考えるのではなく、自分

たち家族にとってどういう間取りが理想であるのか、リ

ビングでの団らんを増やすにはどうするのかを真剣に考

えてもらう必要がある。南面のリビングをあきらめればツ

インコリドール形式が可能になり、プライバシーを過度に

重視しなければ廊下修正形式も可能となるのである。

購入者の意識改革のためには、出版物の発行や講演会

などにより建築家や研究者が間取りの重要性を訴え、広

く世に知らしめることが重要である。

また、先進的な取り組みは公的機関が担わざるを得な

い面もあり、都市再生機構や公営住宅による供給を推進

し、リビングアクセスの良さを理解する機会を与えてい

くことが期待される。
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両親は子供の成長のためによりよい環境を与えてやり

たいと思い、住宅を購入し、子供部屋を与え、そして、

新居のリビングで家族と団らんすることを希望している。

しかし、いざ住宅を購入し、子供に個室を与えたために、

家族がばらばらになってしまうというのはとても残念な

ことである。現在、広く流通しているnLDKと呼ばれるマ

ンションのプランでは家族の交流を妨げる動線になって

しまうため、子供は家族団らんのためのリビングに足を

運ぶことなく玄関から子供部屋へ直行し、親と子が顔を

合わせることのない状態が発生してしまっている。

このような状況を避けるために、住宅から取り組める

方策の一つとして、リビングアクセス型（玄関→LD→個

室）の間取りを考察し、実現可能な方法の提案を試みた。

子育て世帯住宅の最も重要な点は、自然に家族が顔を合

わせる機会が増えるような動線計画とすることであり、

家族が孤立化する動線計画は避けるべきである。また、

nLDKマンションであれば、夫婦の部屋、子供部屋の位置

を慎重に選び、可能な限り子供の動きが把握できるよう

にする必要がある。

また、子育てを家族内の問題と捉えるのではなく、社

会とのつながりの中で捉えるならば、住宅内部の間取り

だけでなく、近隣を含めた住環境も非常に大切な要素で

ある。安心して暮らせる防犯性が高い街並みにするため

には、近隣のコミュニティーが大切であり、豊かな住環

境を実現するためには、近隣との交流が促進される住戸

計画を考える必要がある。

さらに、夫婦の視点で家族関係と住宅との関わりを考

えてみると、子育ては家族にとって限られた期間であり、

夫婦二人だけで過ごす期間の住まい方についても考える

必要があろう。現在、高齢者になって郊外の住宅に住み

続けることに不安を覚え、都心のマンションに住み替え

る人たちも出てきている。家族のライフサイクルにあわ

せ、子育て世帯が戸建てに住み、単身や夫婦のみの世帯

などがマンション等に住むなどの住み分けの可能性を探

ること、それぞれに適した住宅プランとはどのようなも

のか等、もっと大きな視点から考える必要がある。
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